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研究推進委員会だより          　平成21年2月

事務職員会研究部
　

　毎年、この時期は「早いもので…」と決まり文句のように、年度末の忙しさを迎えています。今年度も残り約１ヶ月あまり。学校評価での反省・課題を次年度の計画へつなげていけるように、準備をしていきましょう。

☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆
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[image: image3.wmf]平成２０年度の研究部の取り組み
来年度も、財務マネジメントへの取り組みを継続していきます。支部の中で各学校が実践を話しやすい雰囲気を作り、ケーススタディ等を活用して、実践の見届けと次の取り組みへとつなげていってください。各学校の取り組みが支部全体へ広がっていくことを目指していきたいです。
☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆
「学校の予算全般を数字で把握するためのシート」の活用について
５月に紹介した「シート」、その後どうされていますか？２～３月は今年度振り返りの時期です。この「シート」を活用し、平成２０年度の予算について数字を出してみましょう。
一緒に会計報告書等の写しを綴じておけば、項目ごとの支出額や支出内容がわかり、とても良い資料になりませんか。そのまま引継資料・来年度の予算資料・管理職等への説明資料としてなど、利用方法はアイデアしだいですね。
シートのExcelデータはここ!!

静岡市事務職員会HP　→　研究推進委員会より(HP右上)→NO.4「学校会計の概要」
☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆・☆
東海地区公立小中学校事務研究大会　第１分科会　（２月５日、羽島市文化センターにて）
　参加者数491人という大きな分科会でしたが、「学校事務」も「教育活動」ととらえるべきではないかという新たな提案も含め、リハーサル以上の落ち着いた発表となりました。静岡市からの提案に対して会場からの質問を受けると、たった２０分間の休憩時間に、分科会スタッフは緊迫した空気の中で、すべての質問に対しての回答を考えます。静岡市事務職員会としてのコメントを発するために全員が力を合わせていました。分科会担当者のみなさん、大変お疲れ様でした。
学校評価システムへの関わりについて
来年度から全市的に実施される学校評価について、すでに取り組んでいる学校の事務職員のかかわりについて紹介します。

Ａ校事務職員の取り組み
	月
	学校の動き
	事務の関わり

	４
	学校評価書作成
	今年度より学校評価書の大項目「１１その他」の欄に、「予算の計画的な執行」ということで、「学校は予算の執行と、それに伴う効果や課題をＰＤＣＡサイクルで見取り、次年度の予算立てへつなげている」という項目が加わる。

	10
	学校評価アンケート
実施

（児童・保護者・教職員）
	学校評価アンケートでは、事務の具体的な項目はない。学校評価アンケートだけでは評価できないものは、必要に応じ、各担当で調査しても良いとのことだったので、学校事務評価アンケートを検討する。

	12
	学校事務評価
アンケート実施
（児童・保護者・教職員）
	学校事務の状況について昨年度と比較したり、教職員の予算に対する意識を把握したりすることを目的に行った。

	１
	第４回学校関係者

評価委員会
	「予算の計画的な執行」について、今年度の取り組みを報告する。
学校予算の計画的な執行について、ＰＤＣＡサイクルで年間の流れを説明する。職員の「予算・執行計画の意識」が高いことをアンケート結果から示す。

	２
	第５回学校関係者

評価委員会
	学校関係者評価委員より「予算の計画的な執行」について評価・意見を受ける。
「市費・学校預り金ともに前年度の実績を生かし、予算の見直しをかけて予算を立て、計画的に執行をしていることがわかりました。」「子どものことを第一にして、決められた予算の中で効果的・計画的に使うことは大変だと思いますが、今後も、より厳正な会計に努めていただきたい。」


　年度当初、管理職から、何かを改善するという難しいことではなく、今の予算執行の流れをＰＤＣＡサイクルで見取っていることや、実態を説明することで、信頼される学校づくりの推進の一環も担うのではないかという意見をいただきました。また、学校評価は、「学校や児童・保護者、さらには地域の実態等を的確に把握・分析し、それをもとに、課題を明確にし、全職員が一致協力して教育課程の評価と編成に当たる。」ことが基本的な考えと説明をいただきました。１２月の学校事務評価アンケートにより、事務だけではなく、教職員全体で「予算の計画的な執行」に取り組めたことは大切にしたいと感じました。いただいた評価を次年度に生かして、学校全体で取り組んでいきたいと思います。

Ｂ校事務職員の取り組み
　学校評価と事務部評価アンケートを別に実施するのではなく、学校全体の流れにのるということを第一に考えました。度重なる外部評価委員の方との話し合いや、結果がホームページ上に公表されることなどから、〔責任をもつ〕ということにとても敏感になりました。しかし、教務主任や他の職員との話をすることで、自分が考えていたよりも“気負わずにいてよいのではないか”と感じました。会議にはなるべく参加するようにしていましたが、学校評価システムの流れに自分自身を置くことで、学校全体の動き知り、自分自身の意見を述べ、職員の一人として組織の中でどう動けるのかを考えることは従前の評価と変わりないのではないかと思います。学校組織の一員として関わり、情報を得て改善できるチャンスを捉えて《動きだす》ことが何よりも大事なのだと感じました。
財務を通した学校経営参画の推進


「学校の予算全般を数字で把握するためのシート」を作成し、データから学校の課題をさぐる


校内で「予算会議」を持つことで、学校全体で課題解決を図る


1年間の決算から分析・評価をして、反省を課題として次年度へつなげる











学校評価の導入


静岡市学校評価システムの目的や１年間の流れを紹介し、同時に支部においても手引きに目を通し、事務職員からも関わっていこうと呼びかけた


学校評価システムの導入にむけ、行事等にあわせて随時評価を行う方法を紹介した














